
【ライフホール 10：35～11：20】 

デジタル技工の本質 

技工操作でデジタルに置換できる工程に関しては，技工作業時間が短縮されることで大きな利点となる
とともに日常臨床が大きく変化する．デジタル機器は全てにおいて万能ではないものの，ツールとして
適正に扱うことでその機能が発揮される．しかし逆に考えれば、各機器が持つ独自の知識を理解しない
と，そのポテンシャルを最大限に発揮することは難しいと考えている． 
一方，近年のデジタルツールの急激な進化に伴い，各機器に関する情報が多岐に及んでいるため，歯科
クリニックや歯科技工所において，導入を検討している設備に対しての選択基準，ならびにその活用方法
の判断基準が不明分であるのと同時に，各機器の知識の習得なしには難しいと考えている． 
そこで，本講演では実際の技工作業におけるデジタルワークフローをベースとして，デジタル技工の本
質について解説したい． 
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